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損保協会意見 
 
質問 1―「スコープ 3」「カテゴリー15」の温室効果ガス排出の測定及び開示  

質問 回答（和文） 回答（英文） 
a）ISSB は、第 29A 項(a)を追加することを提案している。これ

は、企業が「スコープ 3」「カテゴリー15」の温室効果ガス排出の

開示を、IFRS S2 号において定義されているファイナンスド・エミッ

ション（企業が投資先又は相手方に対して行った融資及び投

資に帰属する排出）に限定することを認めることになる。この限

定の目的上、提案している第 29A 項(a)は、企業がデリバティブ

に関連する温室効果ガス排出を除外することを明示的に認める

ことになる。したがって、この項は、企業がデリバティブに関連する

排出、ファシリテーションに係る排出又は保険に関連する排出を

「スコープ 3」の温室効果ガス排出の開示から除外することを認め

ることになる。 

修正案は、企業がそうすることを選択する場合には、企業がデリ

バティブに関連する温室効果ガス排出、ファシリテーションに係る

排出又は保険に関連する排出を開示することを妨げない。 

結論の根拠の BC7 項から BC24 項は、開示要求案の理由を

記述している。 

開示要求案に同意するか。賛成又は反対の理由は何か。 

「同意する（Broadly agree）」 

（ Broadly agree/Broadly disagree/Neither agree 

nor disagree から選択） 

 

Optional: Please explain 

S2 修正結論の根拠 BC10 に記載があるとおり、これらの種類の

排出についての確立された方法論が欠如しており、開示から除

外できることを明確化する修正案に賛同する。 

 

 

 

 

 

 

 

As stated in BC10, there is  a lack of established 

methodologies for these types of emissions. 

Therefore, we broadly agree to the proposed 

amendment to expressly permit an entity to exclude 

such emissions from its disclosure of Scope 3 

greenhouse gas emissions. 

(b) また、ISSB は、第 29A 項(b)を追加することも提案してお

り、これは提案している第 29A 項(a)に従って「スコープ 3」「カテ

同意する（Broadly agree）」 

（ Broadly agree/Broadly disagree/Neither agree 
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ゴリー15」の温室効果ガス排出の開示を限定する企業に対し、

除外されている企業の「スコープ 3」「カテゴリー15」の温室効果ガ

ス排出に関連するデリバティブ及び金融活動の規模を一般目的

財務報告書の利用者が理解できるようにする情報を提供するこ

とを要求している。したがって、ISSB は、次を追加することを提案

している。 

nor disagree から選択） 

 

Optional: Please explain 

修 正案で は除 外した デリ バテ ィブ 及 び金融 活動の数 値

（amount）の開示が要求される。この要求に応えるためには

企業にとって一定の追加的作業が想定されるが、企業の「スコー

プ 3」「カテゴリー15」の温室効果ガス排出の開示から除外されて

いる排出に関連したデリバティブ及び金融活動の潜在的な規模

を一般目的財務報告書の利用者が理解できるようにするために

は必要な情報であり、また、「数値（amount）」を ISSB が定

義しないことにより、利用者に有用な提供すべき最も適切な情

報を企業が決定できるため、追加的作業が企業にとって容認可

能な範囲に収まることが期待される。 

 

 

 

 

The proposed amendment requires an entity to 

disclose the amount of derivatives and other 

financial activities it has excluded. While an entity 

would need to undertake on certain additional work 

to meet these requirements, the information is 

necessary to enable users of general-purpose 

financial reports to understand the magnitude of the 

derivatives and financial activities that have been 

excluded from its Scope 3 Category 15 greenhouse 

gas emissions disclosures. Furthermore, by not 

defining "amount," the ISSB allows the entity to 

decide on the most appropriate information to 

provide that is useful to users, which is expected to 

keep the additional work within an acceptable 

range. 

 
 


